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１
月
24
日
、
文
化
財
防
火
デ
ー

に
合
わ
せ
、
慈
恩
寺
で
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
堂
で
火
災

が
起
こ
っ
た
と
い
う
想
定
の
も

と
、
実
際
の
放
水
な
ど
を
訓
練
し

ま
し
た
。 

 

文
化
財
防
火
デ
ー(

毎
年
１
月

26
日)

は
、
昭
和
24
年
１
月
26

日
、
法
隆
寺
金
堂
で
起
き
た
火
災

を
教
訓
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

慈
恩
寺
で
も
、
一
山
衆
や
地
元

消
防
団
が
参
加
し
、
災
害
発
生
時

の
行
動
・
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。 

慈
恩
寺
防
火
訓
練 

・
文
化
審
議
会
が
文
部

科
学
大
臣
へ
史
跡
指

定
答
申 

 

２
月
９
日
、
慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
慈
恩
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
な
ど
を
対
象
に
「
慈
恩
寺
に
お
け

る
修
験
の
歴
史
」
と
題
し
た
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
本
山
慈
恩
寺
主
催
の
「
天
台

大
師
と
慈
恩
寺
修
験
」
や
、
悠
久
の
里
慈

恩
寺
運
営
委
員
会
主
催
の
慈
恩
寺
山
内
の

お
堂
等
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
慈

恩
寺
関
連
観
光
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に 

お
い
て
、
来
訪
者
に
慈
恩
寺
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
同
委
員
会
が
市
の
出
前

講
座
を
利
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

学
習
会
に
は
約
30
名
が
参
加
し
、
慈

恩
寺
山
内
の
御
堂
群
の
成
り
立
ち
と

法
会
等
行
事
と
の
関
係
、
慈
恩
寺
修
験

と
葉
山
と
の
関
係
、
慈
恩
寺
の
仏
像

群
、
慈
恩
寺
十
景
詩
な
ど
に
つ
い
て
、

お
よ
そ
２
時
間
半
に
わ
た
っ
て
学
び

ま
し
た
。 

参
加
者
は
慈
恩
寺
の
歴
史
を
少
し

で
も
多
く
学
ぼ
う
と
熱
心
に
聞
き
入

り
、
沢
山
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 ※
写
真
は
い
ず
れ
も
、
悠
久
の
里
慈
恩
寺
運
営

委
員
会
事
務
局
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
の 

魅
力
発
信
を
目
指
し
て 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ガ
イ
ド
ら
が
学
習
会 

放水訓練のようす 

 

学習会のようす 

熱心に聞き入る参加者 



 

  

 慈恩寺 Times 検 索 寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 

慈恩寺行事研究会 

「中世寺院について」 
 

中世以前の慈恩寺はどのような寺院だったのか。 

日本の中世寺院社会と寺社建築研究の第一人者である

山岸常人先生をお招きし、仏教寺院堂舎と法会の関係

を全国の事例を交えて、講演していただきます。ぜひ、

ご参加ください。 
 

講師 京都大学大学院 

  工学研究科建築学専攻教授 山岸 常人 氏 

日時 平成 28 年 3 月 5 日(土)午後 1 時 30 分～ 

会場 寒河江市文化センター 2 階 中公ホール 

問合せ 寒河江市教育委員会 

生涯学習課 歴史文化係 

Tel 0237-86-8231 

 

 

天台大師と慈恩寺修験 

参加自由 

入場無料 

○期間 

平成 28 年 6 月 1 日(水) 

～7 月 18 日(月・祝) 

○拝観料 

  一般：600 円 

団体(15 名以上)：400 円 

中学生以下：無料 

問合せ先 本山慈恩寺寺務所 ☎0237-87-3993 

イ ベ ン ト 案 内 

慈
恩
寺
山
内
に 

出
羽
松
山
藩
初
代
家
老
の
墓 

 
先
に
、
国
史
跡
指
定
に
向
け
、
慈
恩
寺
山
内
に
点

在
す
る
墓
地
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
山
内
北
西
部

の
最
上
院
墓
地
に
「
幾
志
与
兵
衛
」
と
刻
ま
れ
た
江

戸
時
代
の
墓
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。「
幾
志
」
と
名

字
が
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
、
公
的
に

名
字
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
た
武
士
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
人
物
像
が

徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

      ○
幾
志
与
兵
衛
と
は 

 

幾
志
は
酒
井
氏
が
治
め
る
庄
内
藩
の
家
臣
で
し

た
。
正
保
４
年(

１
６
４
７)

、
庄
内
藩
が
松
山(

現
・

酒
田
市)

に
藩
を
分
け
る
の
に
あ
た
り
、
家
老
に
任

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
松
山
藩
在
職
中
は
、
田
沢
川
大
堰

開
削
な
ど
の
功
績
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
本
藩
の
庄

内
藩
と
対
立
し
、
櫛
引
郷
田
沢
村(

現
・
鶴
岡
市)

に

牢
入
り
処
分
と
な
り
ま
し
た
。
処
分
が
許
さ
れ
た

後
、
谷
地(

現
・
河
北
町)

に
居
住
し
た
と
い
い
、
貞

享
元
年(

１
６
８
４)

11
月
８
日
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
松
山
の
心
光
寺
に
も
墓
が
あ
り
ま
す
が
、
慈 

恩
寺
に
あ
る
墓
に
刻
ま
れ
た
戒
名(

覺
譽
正
心

道
眼
居
士)

・
没
年
月
日
と
同
じ
で
す
。 

○
慈
恩
寺
の
墓
か
ら
分
か
る
こ
と 

最
上
院
墓
地
に
墓
が
あ
る
た
め
、
幾
志
は
慈

恩
寺
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
晩
年
を
最
上
院
の

配
下
と
し
て
過
ご
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
与
兵
衛
の
墓
の
他
、
数
基
の
墓
が
並
ん
で

い
ま
す
の
で
、
家
族
で
移
り
住
ん
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
戒
名
に
誉
号
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

浄
土
宗
の
戒
名
と
わ
か
り
ま
す
。
最
上
院
は
天

台
宗
、
最
上
院
配
下
の
宝
徳
寺
は
時
宗
で
あ
る

の
に
対
し
、
心
光
寺
は
浄
土
宗
で
す
の
で
、
幾

志
は
こ
の
寺
か
ら
生
前
に
戒
名
を
得
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
幾
志
与
兵
衛
ら
が
な
ぜ
慈

恩
寺
に
移
り
住
ん
だ
の
か
、
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
上
院
が
縁
切
寺
で
あ
っ
た
た
め
、
逃

れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
慈
恩
寺
の
歴
史
・
位
置
づ

け
に
関
係
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
更
な
る
解
明
が
待
た
れ
ま
す
。 

※
縁
切
寺
：
江
戸
時
代
以
前
、
離
婚
な
ど
縁
切
り
を

求
め
て
寺
に
駆
け
込
ん
で
き
た
人
を
助
け
た
寺
。 

幾志与兵衛の墓 

「幾志与兵衛」刻印部 

(『慈恩寺総合調査報告書』より) 

通常は非公開の天台智者大師堂の仏像や慈恩寺

修験関連資料などが公開されます。ぜひ、足を

お運びください。 

え
ん
き
り
で
ら 

き

し

よ

へ

え 


